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決 算 説 明
2024年12⽉期

(2025年3⽉7⽇収録）動画 URL ︓https://www.seiwa.co.jp/ir/kessan.html  

こんにちは、星和電機株式会社 代表取締役の増⼭です。 
ご視聴いただき、誠にありがとうございます。  
   
それではただいまから 
星和電機株式会社 
２０２４年１２⽉期  
の決算説明を 
始めさせていただきます。 
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⽬ 次
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・ 決算概要

・ 当期の取り組み事例について
・ 中期経営⽅針について

・ 2025年12⽉期の業績⾒通しについて
・ 株主還元について

 

本⽇は 
  
・決算概要 
・中期経営⽅針について 
・当期の取り組み事例について 
・２０２５年１２⽉期の業績⾒通しについて 
・株主還元について 
  
の順で説明させていただきます。 
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2

1. 決算概要

 

それでは、2024年１２⽉期の決算概要 
について説明いたします。 
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決算サマリー
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 売上⾼ 前年同期より6.1％増加
増加︓産業⽤照明器具、配管保護機材、道路情報表⽰システム、道路・トンネル照明器具
減少︓産業⽤配線保護機材、電磁波環境対策部品

 営業利益 前年同期より70.2％増加
増加︓産業⽤照明器具、道路情報表⽰システム、道路・トンネル照明器具
減少︓電磁波環境対策部品

（単位︓百万円）

2023年12⽉期 2024年12⽉期 増減 増減率(％)

売 上 ⾼ 23,760 25,215 1,454 6.1
売 上 総 利 益 5,224 6,167 942 18.0
販 管 費 4,183 4,395 211 5.1
営 業 利 益 1,041 1,772 730 70.2
経 常 利 益 1,159 1,921 762 65.8
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益 793 1,350 556 70.1
⾃ ⼰ 資 本 当 期 純 利 益 率 ( ％ ) 5.3 8.2 2.9 －
総 資 産 経 常 利 益 率 ( ％ ) 4.1 6.6 2.5 －
売 上 ⾼ 営 業 利 益 率 ( ％ ) 4.4 7.0 2.6 －
（ 官 需 ⽐ 率 ） 47% 49%  

２０２４年１２⽉期の経営成績は、 
前期に⽐べ増収増益となりました。 
売上⾼は 
２５２億１千５百万円で、前期に⽐べ 
６．１％の増加となりました。 
  
営業利益は、１７億７千２百万円で 
前期に⽐べ７０．２％の増加、 
経常利益は１９億２千 １百万円で 
６５．８％の増加、 
親会社株主に帰属する当期純利益は、 
１３億５千万円で 
７０．１％の増加となりました。 
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セグメント別の状況 ①情報機器事業
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（単位︓百万円）

2024年12⽉期
売上⾼構成⽐

38.0％

Information
System
情報機器事業

売 上 ⾼ 9,128 9,590 462 5.1

セグメント利益 957 1,365 408 42.7

受 注 ⾼ 13,276 10,478 △ 2,797 △ 21.1

受 注 残 ⾼ 11,650 12,539 888 7.6

増減 増減率(％)2023年12⽉期 2024年12⽉期

⾼速道路向けは増加
⼀般道路向けは減少

 （売上⾼)

収益性の改善による増益 （利 益)

期中受注⾼は⾼速道向け、⼀般道路向けともに減少
前期に引き続き受注残⾼は⾼⽔準

 （受 注) 

 

セグメント別の状況について 
ご説明いたします。 
  
情報機器事業全体の売上⾼は 
９５億９千万円で、前期より 
５．１％の増加となりました。 
  
セグメント利益は 
１３億６千５百万円で 
収益性の改善により増益となりました。 
  
期末の受注⾼は 
２１．１％の減少となりました。 
  
受注残⾼は 
前期と⽐べ７．６％の増加で 
前期に引き続いて⾼⽔準となりました。 
  
  
 
 
 



 6 
セグメント別の状況 ①情報機器事業
市場別売上⾼

0

5,000

10,000
⼀般道
地⽅⾃治体向け等

⼀般道
国⼟交通省向け

⾼速道路向け

62.3％

26.0％

11.7％

57.6％

28.0％

14.4％
9,128

増減率(％)増減2024年12期2023年12⽉期

13.77195,9785,259⾼ 速 道 路 向 け
△2.5△642,4952,559⼀ 般 道

国 ⼟ 交 通 省 向 け
△14.7△1931,1161,309⼀ 般 道

地 ⽅ ⾃ 治 体 向 け 等

（百万円）

（単位︓百万円）

9,590

5  

売上⾼の内訳ですが、 
主⼒製品であります 
道路情報表⽰システムにおきまして、 
⾼速道路向けは、 
前期に⽐べ増加、⼀般道路向けは減少いたしました。 
  
⾼速道路向けの売上⾼は 
５９億７千８百万円で、 
前期に⽐べ１３．７％の増加、 
⼀般道路向けの売上⾼は 
３６億１千２百万円で、 
６．７％減少しました。 
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セグメント別の状況 ②照明機器事業
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（単位︓百万円）

2024年12⽉期
売上⾼構成⽐

37.8％

Lighting

照明機器事業 売 上 ⾼ 8,653 9,533 880 10.2

セグメント利益 1,375 1,823 447 32.6

受 注 ⾼ 9,211 9,580 368 4.0

受 注 残 ⾼ 2,865 2,861 △ 4 △ 0.2

増減 増減率(％)2023年12⽉期 2024年12⽉期

⺠間設備関連の産業⽤照明器具は増加
公共設備関連の道路・トンネル照明器具は増加

 （売上⾼)

増収による増益 （利 益)

産業⽤照明器具の期中受注⾼は前期並み
道路・トンネル照明器具の期中受注⾼は増加
受注残⾼は前期並み

 （受 注) 

 

つぎに照明機器事業です。 
事業全体の売上⾼は 
９５億３千３百万円で、 
前期より１０．２％の増加となり、 
セグメント利益は１８億２千３百万円となりました。 
  
受注⾼は 
公共設備関連の道路・トンネル照明器具の増加により 
４．０％増加しました。 
受注残⾼は、前期並みとなりました。 
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セグメント別の状況 ②照明機器事業
製品群別売上⾼

0

5,000

10,000
道路・トンネル照明器具
ＬＥＤモジュール製品
産業⽤照明器具

71.4％

25.0％ 3.6％

74.1％

20.8％ 5.1％

8,653

増減率(％)増減2024年12⽉期2023年12⽉期

6.23956,8046,409産業⽤照明器具
△20.6△91350441ＬＥＤモジュール製品

31.95752,3781,803道路・トンネル照明器具

（百万円）

（単位︓百万円）

9,533

7  

売上⾼の内訳です。 
⺠間設備関連の 
産業⽤照明器具は、前期に⽐べ増加しました。 
公共設備関連におきましても 
道路・トンネル照明器具が増加しました。 
  
産業⽤照明器具関連の売上⾼は 
６８億＊4百万円で、  
前期に⽐べ６．２％増加しました。 
  
道路・トンネル照明器具の売上⾼は 
２３億７千８百万円で、  
前期に⽐べ３１．９％増加しました。 
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セグメント別の状況 ③コンポーネント事業
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（単位︓百万円）

2024年12⽉期
売上⾼構成⽐

22.2％

Component

コンポーネント事業 売 上 ⾼ 5,481 5,592 111 2.0

セグメント利益 389 348 △ 41 △ 10.6

受 注 ⾼ 4,940 5,649 708 14.3

受 注 残 ⾼ 437 427 △ 9 △ 2.1

増減 増減率(％)2023年12⽉期 2024年12⽉期

産業⽤配線保護機材は減少、配管保護機材は増加
電磁波環境対策部品は顧客の在庫調整の影響を受け減少

 （売上⾼)

電磁波環境対策部品の減収にともなう減益 （利 益)

産業⽤配線保護機材、電磁波環境対策部品の期中受注⾼は増加
受注残⾼は前期並みだか、コロナ前に⽐べると⾼⽔準

 （受 注) 

 

次に、コンポーネント事業です。 
事業全体の売上⾼は 
５５億９千２百万円で、 
前期より２％増加となりました。 
  
セグメント利益は 
３億４千８百万円で、 
電磁波環境対策部品の減収の影響を受け、 
減益となりました。 
  
受注⾼は 
産業⽤配線保護機材、電磁波環境対策部品の増加により 
１４．３％増加しました。 
  
受注残⾼は、 
２．１％の減少となりました。 
受注残⾼はコロナによる⻑納期化の影響は改善され、 
減少の傾向ですが、コロナ前に⽐べるといまだ⾼⽔準です。 
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セグメント別の状況 ③コンポーネント事業

9

製品群別売上⾼

0

2,000

4,000

6,000

8,000 配線・配管保護機材

電磁波環境対策部品

63.2％

36.8％39.6％

60.4％

5,481

増減率(％)増減2024年12⽉期2023年12⽉期

△5.3△1152,0562,172電磁波環境対策部品
6.92273,5363,309配線・配管保護機材

（百万円）

（単位︓百万円）

5,592

 

売上⾼の内訳です。 
配電盤や機械装置に⽤いる 
産業⽤配線保護機材は 
前期に⽐べ減少となりましたが、 
エアコン⽤の配管保護機材は 
前期に⽐べ増加となりました。 
電磁波環境対策部品は、 
顧客の在庫調整の影響を受け、 
減少となりました。 
  
配線・配管保護機材の売上⾼は 
３５億３千６百万円で、 
前期と⽐べて６．９％増加しました。 
  
電磁波環境対策部品の売上⾼は 
２０億５千６百万円で 
前期と⽐べて５．３％減少しました。 
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BSの状況
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（単位︓百万円）

2023年12⽉期
期末

2024年12⽉期
期末 増減

資産 27,939 30,378 2,439
流動資産 19,190 20,914 1,723

現⾦及び預⾦、受取⼿形、売掛⾦及び契約資産 12,820 14,031 1,210
固定資産 8,748 9,463 715
負債 12,292 13,107 815
流動負債 10,581 10,370 △ 211
固定負債 1,710 2,737 1,027

⻑期借⼊⾦ 692 1,538 845
純資産 15,647 17,270 1,623

利益剰余⾦ 5,745 6,858 1,113
総資産 27,939 30,378 2,439
＜⾃⼰資本⽐率＞ 55.9% 56.8% 0.9PT

主な増減理由
増加︓現⾦及び預⾦、受取⼿形、売掛⾦及び契約資産の増加 （資 産)
増加︓⻑期借⼊⾦の増加 （負 債)
増加︓利益剰余⾦の増加 （純資産）  

それでは、 
連結貸借対照表について、 
概要を説明いたします。 
  
２０２４年１２⽉期、期末の 
資産は、３０３億７千８百万円で 
前期末に⽐べ２４億３千９百万円増加しました。 
負債は、１３１億＊７百万円で 
８億１千5百万円増加しました。 
  
純資産は利益剰余⾦の増加により、 
１６億２千３百万円増加し、 
１７２億７千万円となりました。 
  
主な増減要因は次のとおりです。 
  
流動資産は 
現⾦及び預⾦、受取⼿形、売掛⾦及び契約資産などの増加により 
２０９億１千４百万円となりました。 
  
固定資産は 
投資有価証券などの増加により、 
９４億６千３百万円となりました。 
  
流動負債は 
短期借⼊⾦などの減少により 
１０３億７千万円となりました。 
  
固定負債は 
⻑期借⼊⾦などの増加により 
２７億３千７百万円となりました。 
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CFの状況

11

 営業キャッシュ・フロー 税⾦等調整前当期純利益の増加により9億81百万円の収⼊
 投資キャッシュ・フロー 有形固定資産の取得により2億3百万円の⽀出
 財務キャッシュ・フロー ⻑期借⼊れによる収⼊により98百万円の収⼊

2023年12⽉期 2024年12⽉期 増減

 営業キャッシュ･フロー 529 981 451
 　　税⾦等調整前当期純利益 1,161 1,976 815
 投資キャッシュ・フロー △ 364 △ 203 161
 　　有形固定資産の取得による⽀出 △ 225 △ 507 △ 282
 財務キャッシュ・フロー △ 989 98 1,088
 　　⻑期借⼊れによる収⼊ ー 1,450 1,450
 現⾦及び現⾦同等物　期中増減額 △ 769 1,022 1,791
 現⾦及び現⾦同等物　期末残⾼ 2,587 3,609 1,022

（単位︓百万円）

 

連結キャッシュフローについて、 
概要を説明いたします。 
  
営業活動の結果、 
９億８千１百万円の収⼊となりました。 
主な要因は税⾦等調整前当期純利益が増加したことです。 
  
投資活動の結果、 
２億＊３百万円の⽀出となりました。 
主な要因は、⾦型など有形固定資産の取得です。  
  
財務活動の結果、 
９千８百万円の収⼊となりました。 
主な要因は、⻑期借⼊れによる収⼊です。 
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2. 中期経営⽅針について

 

続きまして 
中期経営⽅針について説明いたします。 

 14 
中期経営戦略

13

中期経営戦略（2024年12⽉期〜2026年12⽉期）

中期経営⽅針
持続可能な組織を実現するために

Seiwa Way の思想に基づき責任ある⾏動をする

中期経営⽅針を実現するための３つの観点

製販のチームワーク
により、⾼品質、低
コスト、短納期を追
求し、常に進化し

続ける

モノづくり
既存領域から
未知の領域へ

情報感度を⾼め、
新市場を開拓し、
新規事業を創出す

る

市場創出

コア技術の強化・ノ
ウハウの継承により、
新技術・新製品開

発を加速させる

技術

「持続可能な社会」へ

 

中期経営⽅針は 
「持続可能な組織を実現するために 
Seiwa Wayの思想に基づき責任ある⾏動をする」 です。 
  
Seiwa Wayとは、2015年に導⼊した 
「経営理念」、「私たちの働く⽬的」を実現するために、 
星和電機の社員としてどのような価値観を共有し、 
どのような仕事の仕⽅をすべきかをあらわした思想です。 
  
当社は、中期経営戦略のもと、 
「持続可能な組織の実現」に向け、 
モノづくり、市場創出、技術の観点で取り組んでおります。 
  
また、「SEIWA SDGs」を軸としてさまざまな社会課題に取り組み、 
「持続可能な社会の実現」にも努めてまいります。 
ひきつづき内部統制およびコーポレートガバナンスの強化、 
コンプライアンスの徹底に全社をあげて取り組んでまいります。 
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３. 当期の取り組み事例について

 

それでは、当期の 
各事業の取り組み事例について 
説明いたします。  
 
 

 16 
取り組み事例① 海外へ道路トンネル設備納⼊

15

開発途上国に道路トンネル設備を納⼊

◆星和初︕ネパールにトンネル照明設備とトンネル⾮常警報設備を納⼊
トンネル照明器具 約900台
トンネル警報表⽰板 8⾯など

Information
System
情報機器事業

Lighting
照明機器事業

 

情報機器事業、照明機器事業の事例を説明いたします。 
  
このたび、 
ネパールにトンネル照明設備とトンネル⾮常警報設備を納⼊しました。 
本件は、⾸都カトマンズとインドを結ぶ幹線道路上にあるナグドゥンガ峠に、 
ネパール初のトンネルを建設し、 
同地域の社会・経済発展の促進に寄与する 
政府開発援助のプロジェクトです。 
  
当社は、 
トンネル照明器具約900台とトンネル警報表⽰板8⾯などを納⼊しました。  
  
トンネル設備の海外納⼊は初めてであり、 
慣れない海外案件に苦戦しましたが 
製販のチームワークを活かし、納⼊を完了することができました。 
今後も国内外を問わず星和の技術⼒で安⼼・安全なインフラ整備に貢献
してまいります。 
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取り組み事例② ⽔系分散剤「SGX®01」

16

カーボンナノチューブを⾼度に分散する
環境配慮型の⾼分⼦分散剤を開発、発売

Component
コンポーネント事業

 

次に、コンポーネント事業の取り組みについて報告いたします。 
  
今回開発・発売したSGX01は、植物成分から抽出した脱⽯油材料で、 
カーボンナノチューブを⾼度に分散する環境配慮型の⾼分⼦分散剤です。 
当製品は、分散時の粘度上昇を抑制し、⾼濃度領域の分散が可能で、
分散状態も⻑期的に安定します。 
  
また成分である多糖類は、廃棄される植物などを原料とし、環境に配慮した
技術で抽出しており、安全性が⾼く、 
安⼼して使⽤できる点で様々な分野、業界で活⽤・展開ができます。 
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取り組み事例③ 製品開発の取り組み①

17

施設構造物モニタリングシステムの開発Information
System
情報機器事業

 

次に 
情報機器事業の施設構造物モニタリングシステムについて報告いたします。 
  
⾼速道路インフラの⽼朽化が深刻化しており、 
道路付帯設備である道路情報表⽰システムの⽀柱も 
経年劣化や振動、⾃然災害の影響で損傷し、 
落下や倒壊の懸念があります。 
  
⽼朽化した設備を効率的に保全・点検し、 
維持・修繕することは重要な課題ですが、 
維持管理技術者や予算の確保が課題となっています。 
  
当社は、道路付帯設備の⽼朽化対策として、 
株式会社ネクスコ東⽇本エンジニアリングや 
東京理科⼤学との共同研究により、 
道路情報板⽀柱の異常を遠隔で⾃動検知する 
モニタリングシステムを開発いたしました。 
このシステムは⽀柱の揺れを常時監視し、 
⽀柱の⻲裂や取付ナットのゆるみによる倒壊の危険を 
早期に発⾒いたします。 
  
遠隔監視による定量評価が可能なため、 
維持管理業務の効率化と⾼度化、 
⽬視点検の属⼈化解消に貢献いたします。 
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取り組み事例④ 製品開発の取り組み②

18

Webリセットブレーカの開発・販売

・ＩＰネットワークに直結できる

・不要動作時に⾃動で再起動

・遠隔での電源リセット操作

・ブラウザ画⾯で履歴が確認できる

【主な特⻑】

Information
System
情報機器事業

 

次に、Ｗｅｂリセットブレーカについて報告いたします。 
  
この製品は監視場所のパソコン端末から、 
道路情報板などの路上設備の電源を 
遠隔でリセットできる機能を持ち、 
現場に⾏かずに機器を素早く復旧することができます。 
平常時の監視もパソコン端末で完結するので、 
インフラメンテナンスの省⼒化・効率化に貢献いたします。 
  
この製品の主な特⻑ですが 
・ＩＰネットワークに直結できる 
・不要動作時に⾃動で再起動 
・遠隔での電源リセット操作 
・ブラウザ画⾯で履歴が確認できる 
などがあります。 
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取り組み事例⑤ 道路美化活動

19

令和６年度 道路功労者表彰を受賞 活動の様⼦

 

次に、SEIWA SDGsの取り組み事例として、 
地域・社会貢献活動について報告いたします。 
  
当社は、環境美化と地域社会との調和に関する活動の⼀環として、 
2012年に国⼟交通省のボランティア・サポート・プログラム協定を結び、 
城陽エコクリーンという団体名で、 
年4回、従業員による周辺の国道清掃活動を⾏っております。 
  
このたび、 公益社団法⼈ ⽇本道路協会より  
令和６年度 道路功労者表彰を受けました。 
この賞は国道の美化・清掃活動に取り組んでいるボランティア団体に対し
て、授与されます。 
  
道路・トンネルで安⼼・安全なインフラ整備に携わる企業として、 
これからも道路美化活動と地域貢献を継続してまいります。 
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20

４. 2025年12⽉期の業績⾒通しについて

 

それでは、 
2025年１２⽉期の業績⾒通しについて 
説明いたします。 
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2025年12⽉期業績⾒通し
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 売上⾼ 260億円
 利 益 営業利益 18億円 経常利益 18億50百万円

親会社株主に帰属する当期純利益 12億45百万円

（単位︓百万円）

2025年12⽉期
予想

売上⾼ 25,215 26,000 784 3.1
情報機器 9,590 9,200 △ 390 △ 4.1
照明機器 9,533 10,200 666 7.0
コンポーネント 5,592 6,200 607 10.9
その他 497 400 △ 97 △ 19.7

営業利益 1,772 1,800 27 1.6
経常利益 1,921 1,850 △ 71 △ 3.7
親会社株主に帰属する

当期純利益 1,350 1,245 △ 105 △ 7.8

2024年12⽉期 増減 増減率(％)

 

２０２５年12⽉期の業績⾒通しですが、 
公共設備関連では、 
防災・減災、国⼟強靭化の加速化対策が 
５か年計画の最終年度でもあり、 
インフラ整備などの公共事業の継続、 
政府のカーボンニュートラル施策を背景とした 
照明器具のLED化促進などが予想されます。 
⺠間設備関連では 
２０２７年蛍光灯販売終了を背景に 
国内の設備投資におきまして 
LED照明器具の需要が堅調に推移すると 
⾒込んでおります。 
売上⾼は、２６０億円を予想しております。 
利益に関しましては、 
営業利益 １８億円、 
経常利益 １８億５千万円を予想しております。 
また親会社株主に帰属する当期純利益は、 
１２億４千５百万円を予想しております。 
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2025年12⽉期業績⾒通し
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Information
System

情報機器事業

Lighting
照明機器事業

Component
コンポーネント事業

⾒通し︓国⼟強靭化やインフラ整備のための公共事業の継続
⽅ 針︓期初の受注残⾼に加えて更なる受注の確保

製販連携による確実で効率的な⽣産と品質の確保
◆公共設備関連◆
⾒通し︓政府のカーボンニュートラル施策を背景に照明器具のLED化が促進
⽅ 針︓LEDトンネル照明器具を中⼼とした受注の確保
◆⺠間設備関連◆
⾒通し︓2027年蛍光灯販売終了を背景にLED照明器具の需要が堅調に推移
⽅ 針︓LED照明器具の拡販と製品ラインアップの拡充で市場のシェアを拡⼤

⾒通し︓国内の設備投資が堅調に推移
⽅ 針︓新製品開発と電波暗室を活⽤したソリューション営業活動による市場の拡⼤

および新市場の開拓

公共設備関連︓防災・減災、国⼟強靭化によりインフラ整備などの公共事業の継続、政府のカーボンニュートラル
施策を背景とした照明器具のLED化促進を予想

⺠間設備関連︓2027年蛍光灯販売終了を背景に、国内の設備投資において、LED照明器具の需要が堅調に
推移すると予想

事業別の⾒通しと⽅針

 

続きまして 
各事業における⾒通しと 
⽅針について説明いたします。 
  
情報機器事業では 
売上⾼９２億円を予想しております。 
国⼟強靭化やインフラ整備のための 
公共事業の継続が予想されます。 
期初の受注残⾼が⾼く、 
製販連携による確実で 
効率的な⽣産と品質の確保に取り組み、 
更なる受注に努めてまいります。 
  
照明機器事業では 
売上⾼１０２億円を予想しております。 
公共設備関連では、 
政府のカーボンニュートラル施策を背景に 
照明器具のLED化が促進することが 
⾒込まれます。 
LEDトンネル照明器具を中⼼とした 
受注の確保に努めてまいります。 
  
⺠間設備関連では、 
２０２７年蛍光灯販売終了を背景に 
国内の設備投資におきまして 
LED照明器具の需要が 
堅調に推移すると 
⾒込んでおります。 
LED照明器具の拡販と製品ラインアップの 
拡充で市場のシェア拡⼤に努めてまいります。 
  
コンポーネント事業では 
売上⾼は６２億円を予想しております。 
新製品開発と電波暗室を活⽤した 
ソリューション営業活動による 
市場の拡⼤および新市場の開拓に 
努めてまいります。 
  
利益⾯につきましては、 
引き続き全事業におきまして 
⽣産性の向上による 
収益性の改善に努めてまいります。 
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５. 株主還元について

 

次に、 
株主還元について 
説明いたします。 
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株主還元
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25/12(予)24/1223/1222/1221/1220/12決算年⽉
18

（－）
18

（－）
18

（－）
15

（－）
15

（－）
10

（－）
１株当たり配当額（円）
（うち１株当たり中間配当額）

 配当⽅針
株主に対する安定配当の維持と将来の事業展開のための内部留保の充実を考慮
して、毎事業年度における業績と財務状況等を総合的に勘案して決定する

 １株当たり配当の推移

0

5

10

15

20

 当期の配当について
上記⽅針に基づき、期末配当⾦を１株当たり18円とする

（円）

 

当社の配当⽅針は、 
株主に対する安定配当の維持と、 
将来の事業展開のための 
内部留保の充実を考慮して、 
毎事業年度における業績と財務状況等を 
総合的に勘案することとしております。 
  
２０２４年１２⽉期の配当は、 
この⽅針にもとづき、 
１株当たり１８円となります。 
  
２０２５年12⽉期の配当は、 
同じく1株１８円を予定しております。 
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創業80周年を迎えます

25

80年間事業を継続してきた誇りを胸に

私たちを⽀え 応援していただいた
すべての皆様に感謝いたします

これから先も公共と産業の発展とともに
絶え間なく変化を繰り返しながら
新しい挑戦を続けてまいります

星和電機株式会社は
2025年10⽉に
創業80周年を迎えます

 

最後に、創業80周年についてお知らせいたします。 
  
星和電機株式会社は、2025年10⽉に創業80周年を迎えます。 
80年間、事業を継続してきた誇りを胸に、 
私たちを⽀え、応援していただいたすべての皆様に、 
厚くお礼を申し上げます。 
  
当社は、 
「⼈材の開発と相互信頼に努め、新技術に挑戦して、社会に貢献する。」と
いう 
経営理念のもと社会課題の解決を通じ、 
公共と産業の発展とともに事業を展開してまいりました。 
  
会社にとって最も重要なことは持続性であり、 
そこで働く⼈々や社会に対して 
永続的に貢献し続けることを使命としています。 
20年後の100周年、さらに300年400年続く 
企業を⽬指し、経営理念のもと、 
絶え間なく変化を繰り返しながら、 
挑戦を続けてまいります。 
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問合せ先・免責事項

T E L : 0 7 7 4 - 5 5 - 8 1 8 1
F A X : 0 7 7 4 - 5 8 - 2 0 3 4
E-mail: info@seiwa.co.jp
https://www.seiwa.co.jp

当資料には、2025年３⽉7⽇時点の将来に関する前提・⾒通し・計画に基づく予測が含まれています。
世界経済・競合状況・為替変動等に関するリスクや不確定要素により、実際の業績が記載の予測と異
なる可能性があります。

◆当資料の計算⽅法について◆
数値は百万円単位で表⽰し、百万円未満を切り捨て
％（パーセント）で表⽰する場合は、⼩数第1位未満を四捨五⼊
増減額および増減率等は、円単位で算出しております。  

以上を持ちまして、 
星和電機株式会社 
２０２４年１２⽉期 決算説明を 
終了いたします。 
  
ご視聴いただき、まことにありがとうございました。 
 
 

 


